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◆プラン策定の趣旨 
  鴨川は、我が国随一の歴史文化を有する京都の発展を支え、人と水の関わりを培ってきた。 

 鴨川を巡るさまざまな課題に適切に対応し、世界に誇れる新しい鴨川をより良い姿で未来に

継承していくために、今後30年間の鴨川整備内容を示した『鴨川河川整備計画（中長期計画）』

の策定を進めており、この計画に基づき河川整備を着実に推進していく。 

本プランは、ニーズの変化等を的確に把握し効率的・重点的な整備を実施していくという観

点からＰＤＣＡ（計画・実行・評価・改善）サイクルの下に施策の展開を図るため、『鴨川河

川整備計画（中長期計画）』の整備メニューのうち概ね５年程度の実施内容を、アクションプ

ラン（短期計画）として策定するものである。 

 

◆現状と課題 
１．河川整備の現状  

    平安遷都1200年を契機に着手した「京の川づくり」事業の一環としての「花の回廊」整備（三

条大橋から七条大橋間 Ｈ４着手）や洪水に対して著しく安全性が低い箇所の河川改修を実施

してきたが、こうした河川の整備も一部の区間を残すのみとなっているものの、安全度が1/3

～1/5（概ね３年～５年に１回起こり得る降雨により発生する洪水に対応できる治水安全度）程

度しかない区間も残っており、他の都市河川と比較しても治水の安全性はまだまだ不十分な状

況である。 
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HWLでの流下能力

流量
m3/s

掘込み区間築堤区間 築堤区間

荒
神
橋
地
点

S34.8洪水

660m3/s、概ね1/3680m3/s、概ね1/3
860m3/s、概ね1/5

870m3/s、概ね1/5

洪水を安全に流せる水位

築堤区間

提内地盤が洪水位より低い

洪水を安全に流せる水位

築堤区間

提内地盤が洪水位より低い

○ＨＷＬとは、計画高水位のことで、堤防天
端から余裕高を引いた高さ

○安全に流下させることができる流量
（上図の青色着色部分）

○左のグラフは、ＨＷＬまでの水位の流下
能力を示す

①

②

③ ④
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①

②

③ ④

余裕高

戦後最大の洪水、荒神橋715m3/s

：特に流下能力が低い区間

660ｍ3/ｓ、 概ね1／3四条大橋～二条大橋④

680ｍ3/ｓ、 概ね1／3
掘込

七条大橋～団栗橋③

860ｍ3/ｓ、 概ね1／5近鉄橋梁～七条大橋②

870ｍ3/ｓ、 概ね1／5
築堤

京川橋付近

概ねの能力 (HWL評価)河道形態

①

区間番
号

660ｍ3/ｓ、 概ね1／3四条大橋～二条大橋④

680ｍ3/ｓ、 概ね1／3
掘込

七条大橋～団栗橋③

860ｍ3/ｓ、 概ね1／5近鉄橋梁～七条大橋②

870ｍ3/ｓ、 概ね1／5
築堤

京川橋付近

概ねの能力 (HWL評価)河道形態

①

区間番
号

 
  

  また、鴨川の整備に関する計画が策定されてから、既に十数年が経過しており、河川法改正

（Ｈ９）で策定が必要な「河川整備計画」が、国の基本方針制定の遅れにより未策定となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

みやこ
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２．河川環境の現状  

鴨川の水質は、近年では環境基準でＡ類型やAA類型と良好な値を維持している。また、自然

環境は、都市部としては、多様な生物が確認され良好な環境が保全されている。しかし、特定

外来種の侵入も見られ、生態系の保全は引き続き、調査監視を続ける必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    また、下流部では、遊歩道として利用されている高水敷が分断されており、利用者は少なく、

また、河川敷地が耕作地として不法占用されていたり、落書きや大型ゴミなどの投棄も生じて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中流部では、年間３００万人以上（推計）の利用があるものの、放置自転車やバーベキュー、

打ち上げ花火などモラル低下による迷惑行為が顕在化している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    上流部では、産業廃棄物中間処理場などが河川沿いに点在し、土砂の流入などによる河川へ

の影響が懸念される。また、山地部も林業の低迷などによる担い手が不足し、森林の荒廃が懸

念される。 

 

 

 

 

水質（ＢＯＤ） の推移（京川橋）
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（参考）
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0.70.60.6千石橋岩倉川

0.60.50.6河合橋

1.01.10.7京川橋

0.70.60.5三条大橋

0.70.70.6出町橋

鴨川

年度年度年度

平成18平成17平成16
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四万十川
（参考）

0.70.60.6下河原橋白川
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0.60.50.6河合橋

1.01.10.7京川橋

0.70.60.5三条大橋

0.70.70.6出町橋

鴨川
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平成18平成17平成16
地点名河川名

不法占用 不法投棄 不法耕作 

放置自転車 バーベキュー 打ち上げ花火 
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３．府民ニーズの多様化  

  中州について、生物の生息場所となっており自然のままの姿で残すべきとの意見がある一方、

土砂の堆積による治水上の影響を不安視する声や草の繁茂やゴミの引っ掛かりによる見苦しさ

を指摘する意見がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  河川敷の利用時間が多様化する中、夜間の防犯上の観点から照明を求める意見がある一方、

生物への影響等から現状の維持を求める意見がある。 

  また、鴨川と民家が接する地域では、川からの侵入など防犯上の観点から高水敷の整備を望

まない声がある一方、利用面から五条大橋以南で分断されている高水敷の連続を求める声があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施策展開の方向 
 

 

 

 

◎「安心・安全の鴨川づくり」 

・ハード・ソフト一体となった総合的治水対策を推進し、水害に強い地域社会の実現に向け

た取り組みを推進 

  ◎「千年の都 京都の美しい鴨川づくり」 

・良好な水辺環境と沿川景観の保全・創出に努めるとともに、流域における健全な水循環の

保全・再生の取り組みを推進 

 ◎「より一層多くの人から親しまれる鴨川づくり」 

・鴨川固有の魅力を社会全体で共有し、より多くの人々から親しまれる川として育んでいく 

                           出典「鴨川懇談会 基本理念」 

下流側 下流側 上流側 

北大路橋付近の中州の状況 

夜の鴨川（ネオン） 高水敷の分断 

 鴨川の安心・安全の向上と、鴨川の持つ「空間」「自然」「景観」などの資源を活かし、世界

に誇れる新しい鴨川づくりを目指します。 

 本プランでは、公共空間整備と治水対策の二つの重点施策を推進します。 
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◆重点施策 

◇公共空間整備 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) アウトドアアクティビティ施設の整備 
①ジョギングロード等の施設整備 

高水敷や堤防天端をつかって、上流から下流まで連続する

ジョギングロードを整備する。整備にあたっては、膝など身

体への負担が少ない路面構造の採用、目標を持ちながらジョ

ギングなどができるよう、距離標の設置など、快適な利用環

境を創出し、利用者の増加・拡大を図る。 

・身体にやさしいジョギングロード 

・距離標など現在位置がわかるサインの設置  etc. 

 

②野外活動拠点の整備 

府民のニーズを踏まえ、利用を促進するエリアについて検

討し、野外活動の拠点となるスペースを整備する。 

・野外活動スペース 

・野鳥などの自然観察スペース  etc. 

 

 

 

 

 

◇整備の考え方 

 

 

 

 

 

 

◇整備の主な内容 

 

 

 

 

 

 

◇整備を進める箇所 

・安心・安全を確保しつつ、環境や住民に優しい日本一の都市河川にするため、特に整備が遅

れている鴨川下流域（五条大橋より下流部）が多くの人から親しまれる公共空間となるよう、

周辺地域との連携を図りつつ重点整備する。なお、整備区間は、桂川合流点から御池大橋ま

での約10.1kmとし、五条大橋から御池大橋までの右岸高水敷の再整備も併せて実施する。 

・公共空間の利用を増進する取組をハード、ソフトの両面から促進する。 

・下流域の公共空間については、アウトドアアクティビティ（野外活動、スポーツ、遊び）の

拠点となる施設（ジョギングロード、広場）、訪れる人々が安らぎや憩いを感じ、気軽に集

うことができるアメニティ施設（散策路、並木、植栽、休憩所）を整備するとともに、イベ

ント（駅伝大会など）の開催、史跡を巡る散策路など川とまち・地域間のネットワークを形

成するソフト施策を地域などと連携して検討する。 

▼アクティビティ施設 ・桂川合流点から御池大橋までの区間 

▼アメニティ施設   ・五条大橋から御池大橋までの区間 

           ・西高瀬川背割り堤周辺      ・陶化橋から東山橋までの区間

ジョギングロード整備のイメージ
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(2) 安らぎや憩いを感じるアメニティ施設の整備 
①「緑の回廊」の整備 

鳥羽大橋から御池大橋までの区間では、下流域にも鴨川を代表する中流域の風景を下流

域にも拡大するため、緑を楽しみつつ鴨川の川面を眺めながら散策できる三条大橋から七

条大橋の間で整備された「花の回廊」を模して「緑の回廊」整備を実施する。 

内容としては、都市空間との調和に配慮した丸みのある石積み護岸、堤防堤内側斜面を

活用した高木植栽、高水敷の芝生植栽などを実施し、河川空間が都市に潤いを与えるよう

緑ある空間整備を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「水とのふれあい回廊」の整備 

桂川合流点から鳥羽大橋までの区間については、桂川合流付近の豊かな自然を残しつつ、

改修を進めるとともに、高水敷に勾配を持たせなだらかにすることにより、親水性の向上

を図り、人と自然がふれあえる「水とのふれあい回廊」整備を進める。 

対象区間は、大きな河川に近く空間的に広がりのある区間で、また、流れも緩やかにな

ることから、現状の形態に近い護岸整備（袋詰め根固め、木工沈床等）により、自然の河

床変化を保全する。   

また、高水敷をなだらかな勾配の芝生園地として整備し、変化のある風景を創出すると

ともにより自然に近い親水性を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

護岸整備イメージ（阿武隈川の例）
整備区間

整備区間高水敷きの再整備のイメージ
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③「西高瀬川背割り堤」の整備 

西高瀬川背割り堤は、京川橋の上流では過去に養豚場や自動車解体工場が不法占用して

いた区域であり、また下流では、現在も河川区域内に耕作地が存在するなど多くの問題を

抱える区域である。課題の解決を図るとともに新たな不法占用などが発生しないよう、植

栽による修景整備を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鴨
川 名神高速道路

国道1号線

桂川

西高瀬川

鴨川

河川改修に伴う低水路拡幅部

拠点整備予定箇所

河川改修に伴う低水路拡幅部

拠点整備予定箇所

◇公共空間整備の概ね５年程度の整備予定を下表に示す 

 なお、協議・調整やＰＤＣＡサイクルの結果により変更が生じることもある 

背割り堤整備のイメージ

重点
施策

内容
区分 区間 H21 H22 H23 H24 H25 備考

ジョギ
ング

ロード
の整備

高水敷のある
区間全川

膝など身体への
負担の少ない路
面整備、距離標
設置

京川橋上流
（西高瀬川
背割り堤）

鳥羽大橋
～陶化橋
（右岸）

京都高速関連等

陶化橋
～東山橋
（右岸）

五条大橋
～御池大橋
（右岸）

行動計画(案)

公共
空間
整備

回廊
整備

工　事詳細設計

全体ルー
トの構想

ネットワークの整備（未整備
箇所や橋梁との接続など

既存遊歩道の改築

詳細設計

地元調整

詳細設計 工　事

地元調整

工　事詳細設計
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（概ね５年程度で実現を目指す区域(案)） 

 

①五条大橋～御池大橋（右岸） 

高水敷の表層を整正し、表面の凹凸をなくした

歩きやすい遊歩道の再整備を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断イメージ 

 

 

②陶化橋～東山橋（右岸） 

高水敷に低木や地被類の植栽を実施し、緑のあ

る空間整備を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断イメージ 

 

 

③鳥羽大橋～陶化橋（右岸）                 

堤防堤内側斜面や堤防天端を利用して桜並木等

の整備を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断イメージ 

 

 

④京川橋～小枝橋（西高瀬川背割堤） 

河川幅に余裕のある西高瀬川の背割堤部を利用

して、拠点整備を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

西高瀬川合流部付近
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

10.0
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28.0

(T
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.m
)

堤防裏法や堤防天端を利用した桜並木

①五条大橋～御池大橋 

②陶化橋～東山橋

③鳥羽大橋～陶化橋

④小枝橋～京川橋 

H.W.L 

高水敷の表層部を整備

50 55 60 65 70 75 80 85 90

23.0

26.0

29.0

32.0

35.0
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.p

.m
)

H.W.L 
遊歩道 芝 みそそぎ川 

桜など 
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10.0

13.0

16.0

19.0

22.0

25.0

28.0

(T
.p

.m
)

H.W.L 
芝など 

遊歩道 

高水護岸 

低水護岸 

拠点整備予定箇所 
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◇治水対策の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇短期計画としての治水対策の内容（今後概ね５年程度で実施を目指す内容） 

 
・測量、調査、設計 

・河川区域内行為の整理、関係者協議・調整 

・橋梁補強工事 

・河床掘削、低水路拡幅 

・中州・寄州管理 

鴨川縦断図
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改修後計算水位1000m3/s
(堤防満杯併用案)

堤内地盤高(左岸）

堤内地盤高(右岸）

現況堤防高(左岸）

現況堤防高(右岸）

桁下高(平均）

橋梁基礎工高

平均河床高

計画河床高(全計)

計画流量

河床掘削区間

京川橋

名神高速道路橋
小枝橋

鳥羽大橋
大宮大橋

京都南大橋

竹田橋

水道橋

水鶏橋
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九条跨線橋

JR奈良線

新幹線
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東海道本線鉄橋

塩小路橋

堤間幅・低水路幅縦断図
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平均０．７ｍ程度の掘削
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鴨川縦断図

5501100 1100 1000

10

20

30

40

50

60

70

6
.
6

7
.
6

8
.
6

9
.
6

1
0
.
6

1
1
.
6

1
2
.
6

距離(km)

標高(T.P.m)

新HWL

改修後計算水位1000m3/s
(堤防満杯併用案)

堤内地盤高(左岸）

堤内地盤高(右岸）

現況堤防高(左岸）

現況堤防高(右岸）
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平均河床高
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計画流量

河床掘削区間

堤間幅・低水路幅縦断図
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東海道本線鉄橋

塩小路橋

―HWL

―現況堤防高(左岸)
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低水路拡幅

低水路拡幅

―計算水位

平均１．２ｍ程度の掘削

・河床の切下げや低水路の拡幅など河道掘削を実施 

・河床の切下げに伴う橋梁補強や井堰改築も必要 

護岸整備 

橋梁補強

■橋梁補強のイメージ 

掘削 
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○ 中州・寄州の管理に係る各区間の現状 

区間 距離標 河床変動 治水・土砂管理上の課題 備考 

桂川合流点

～七条大橋 

0～7.6km 

 

河床は低下傾向 河床掘削による河積の拡大を図る区間 

 

 

七条大橋 

～二条大橋 

7.6～10.4km 

 

河床は低下傾向 目標規模の洪水に対して余裕が全くないこ

とから、河積を減らさない日常的な管理が必

要 

 

二条大橋 

～柊野堰堤 

10.4～17.9km 

 

河床は上昇傾向 流下能力はあるが、自然の撹乱がなく、乾陸

化が進行している。激変緩和のための定期的

な土砂管理が必要 

 

○ 中州・寄州管理の方針（案） 

区間 管理の実施方法 備考 

桂川合流点

～七条大橋 

● 今後河床掘削を下流から順次実施 

● 維持管理は行わない（環境対策区間は引き続き河床整正を

実施） 

 

七条大橋 

～二条大橋 

● 河積を確保するため、土砂堆積が認められ次第、随時河床

整正を実施 

 

二条大橋 

～柊野堰堤 

● 20年程度でほぼ全面が乾陸化する状況であることから、概

ね10年程度のサイクルで河床整正を実施する 

● 各橋梁間(14橋梁)を1年に2橋梁間程度ずつ、環境に影響

の少ない３月or９月に河床整正を実施 

● 整正の方法等詳細については、環境へも配慮しつつ府民会

議等の意見も踏まえ、当面は試行錯誤を重ねながら決めて

いくものとする 

※ 高野川（鴨川合流点から三宅橋までの区間）についても、

同様の中州管理を行うものとする。（10橋梁） 

上流ほど水量が少なく、全面

均一に整正を行うと水深が浅

くなりすぎることや区間毎に

条件も異なることなどから整

正の範囲や形状等詳細につい

ては、色々なやり方を試し、

効果や環境等への影響も確か

めながら改善を図っていくこ

とが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇治水対策の５ヶ年の整備予定を下表に示す 

 なお、協議・調整やＰＤＣＡサイクルの結果により変更が生じることもある 

 

七条大橋～二条大橋の 

中州・寄州の管理イメージ 

二条大橋～柊野堰堤の 

中州・寄州の管理イメージ 

重点
施策

内容
区分 区間 H21 H22 H23 H24 H25 備考

河川
改修

桂川合流点
～七条大橋

抜本的な
　　　河川改修

七条大橋
～二条大橋

土砂堆積があれ
ば随時

二条大橋
～柊野堰堤

当面は、１０年サ
イクルに定期的
に河床正整

治水
対策

行動計画(案)

中州
管理

測量・調査・設計
橋梁補強などの工事

河床整正 河床整正 河床整正 河床整正 河床整正

河川区域内行為の整理・関係者協議・調整

河床整正
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◆第１回パブリックコメントの結果 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の進め方＞ 

  ※アクションプラン中間案（短期計画）及び法定計画である鴨川河川整備計画（中長期計画）に対して、第２回

パブリックコメントを実施し計画の取りまとめを行う。 

 

 

◆検討委員会のメンバー 
 

 

 

 

 

 

 

◆検討経過 
委員会 日時 場所 審議内容 

第１回 6/13（金） 
 9:30～ 

京都府公館 河川と流域の概要、現状と課題 

現地調査 
（下流域） 

6/28（土） 
 9:00～ 

正面橋～ 
   京川橋 

下流域の課題 

第２回 8/8（金） 
 9:30～ 

京都府公館 課題の再整理、治水の基本的考え方 

現地調査 

（上中流域） 

9/27（土） 

 13:30～ 

鴨川源流域～ 

三条大橋 

上中流域の課題 

第３回 

 

11/28（金） 

 9:30～ 

平安会館 鴨川河川整備計画（原案） 

水辺の回廊整備・鴨川創造プラン（中間案） 

◆意見聴取 
手法 日程 場所等 内容 

鴨川府民会議 
（第３回） 

8/29（金） 
 9:30～ 

京都府公館 課題の再整理、治水の基本的考え方 

パブリック 

コメント 
10/20 

～11/14 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、

Email 
課題の再整理、治水の基本的考え方 

 

パブリック 

コメント 
12月下旬 

～1月下旬 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、

E-mail 
水辺の回廊整備・鴨川創造プラン中間案 

鴨川河川整備計画原案 

◇上記の治水や公共空間整備の基本的考え方、鴨川の課題について、パブリックコメントをいただきました。

・４件は意見 

・内容は、いずれも鴨川の質的向上を求める意見であった 

 （景観、河川改修の区間、公共空間整備の区間、ホームレス、公共空間整備、中州、水環境、公園的整備） 

・要旨は、次ページを参照 

第２回目のパブリックコメントの実施（H20.12月～H21.1月）

京都府入札監視委員会京都府立大学名誉教授町田 玲子住 環 境

塔の島河川整備検討委員会写真家水野 歌夕景 観

観光地づくりプラン検討委員会歴史ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ、放送作家丘 眞奈美地域整備

京都産業大学教授勝矢 淳雄水 環 境

森林総合研究所主任研究員吉村 真由美生 態

条例検討委員会、府民会議副座長京都大学大学院教授川﨑 雅史都市計画

条例検討委員会京都大学防災研究所教授戸田 圭一防 災

流域懇談会、条例検討委員会、府民会議座長京都大学名誉教授金田 章裕人文地理

流域懇談会座長京都大学名誉教授中川 博次（委員長）河川工学

備 考現職等氏名分野

京都府入札監視委員会京都府立大学名誉教授町田 玲子住 環 境

塔の島河川整備検討委員会写真家水野 歌夕景 観

観光地づくりプラン検討委員会歴史ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ、放送作家丘 眞奈美地域整備

京都産業大学教授勝矢 淳雄水 環 境

森林総合研究所主任研究員吉村 真由美生 態

条例検討委員会、府民会議副座長京都大学大学院教授川﨑 雅史都市計画

条例検討委員会京都大学防災研究所教授戸田 圭一防 災

流域懇談会、条例検討委員会、府民会議座長京都大学名誉教授金田 章裕人文地理

流域懇談会座長京都大学名誉教授中川 博次（委員長）河川工学

備 考現職等氏名分野
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◆第１回パブリックコメントの内容（要旨） 
「基本方針案」に対するパブリックコメント要旨及びこれに対する府の考え方  

項 目 意 見 の 要 旨 府 の 考 え 方 

景観 

 

 

 

 

下水や琵琶湖疏水の放流口、老朽化や意匠が不統

一な橋梁、乱立する各種の看板やモニュメント等

々、景観上配慮すべき課題が見受けられる。 

今後は、より質の高い景観を目指した整備につい

て検討していく必要がある。 

 構造物の新設や改築などにおいては、周辺景観に配

慮して設置します。 

案内板などの統一など、より質の高い公共空間整備

に七条大橋下流域も含めて整備を進めます。 

 

河川改修の区間 

 

 

 

 

 

公共空間整備の区間 

 

 

 

ホームレス 

 治水安全度の低い七条大橋から二条大橋まで区

間は資産価値が高く、計画規模を安全に流すよう整

備計画に位置づけるべき。 

 

 

 

 五条大橋から御池大橋の間の右岸河川敷は、コン

クリートの枠が飛び出して歩きにくく、安全・快適

に歩ける河川敷に整備してほしい。 

 

ホームレスが住まない鴨川整備を願う。 

 整備計画では、抜本的な改修を目指しており、河川

改修は下流からの改修が原則です。財政的・時間的観

点から、整備計画に位置付けるのは困難であり、引き

続き検討するとともに、整備期間中に引き続き対策を

検討していきたいと考えます。 

 

当該区間は、公共空間整備としても事業効果の最も

高い区間であり、河川改修とは別途整備を検討してい

きたいと考えます。 

 

 ホームレスについては、これまでも定期的な退去指

導に努めていますが、引き続き、福祉分野との連携を

図りながら指導に努めます。 

公共空間整備 鴨川は、七条あたりから上流では、京都らしい川と

いうイメージがあるが、七条より南に行くほど、ゴ

ミが多くあったり、殺風景な堤防があるだけ川にな

っている。 

南区や伏見区あたりの鴨川も、地元住民が誇りに

思い、親しみを感じるような川となるよう願う。 

 河川改修と併せ、下流域のイメージアップも進めま

す。 

中州 

 

 

 

 

水環境 

 

 

 

 

 

 

 

公園的整備 

治水に影響する区間は、中州を取り河床を下げる

べき。その他区域も水の流れの美しい鴨川であるよ

う、中州は基本的に少なくするべき。 

 

 

合流式下水放流を無くすこと。もっと水量が増え

るよう工夫すべき。 

 

 

 

 

 

 

治水だけを考えた自然豊かな鴨川のため、公園整

備をこれ以上進めて欲しくない。 

 流下能力の低い区間は、積極的な中州除去に努めま

す。その他区間についても、自然環境に配慮しつつ、

定期的な維持管理に努め、中州が大きく発達すること

を防ぎます。 

 

下水道管理者（京都市）は、貯留管やスクリーンを

計画的に整備するなど、汚濁負荷やごみ等の流出削減

に努めており、今後とも積極的に合流式下水道改善対

策を推進する方針です。 

 また，各家庭などでの雨水貯留タンクへの助成や公

共施設における雨水浸透施設の整備などにも取組んで

おり、健全な水循環の回復に努めています。 

 

 鴨川は都市の貴重なオープンスペースとして古くか

ら親しまれてきました。引き続きこの機能を維持する

とともに下流域にも広げていく予定です。利用面での

課題については、鴨川条例による規制などで改善も見

られているところであり、自然との共生などに努めま

す。 

 


